
第1号被保険者 
（65歳以上の方） 

19.0%

第2号被保険者 
（40歳から 
64歳までの方） 
31.0%

第2号被保険者 
（40歳から 

64歳までの方） 
31.0%

国 
25.0%

県 
12.5%

町 
12.5%

費用の負担割合 

介
護
保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
し
た

6655 基
準
月
額
3
、5
0
0
円
を
4
、6
0
0
円
に

歳以上のみなさんへな
ぜ
保
険
料
を
上
げ
る
の
？

助
け
合
い
、
支
え
合
い
が

介
護
保
険
の
仕
組
み
で
す

６５
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、
今
後
の
介
護

に
必
要
な
費
用（
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
額
）を
ま

か
な
え
る
よ
う
に
、
住
ん
で
い
る
市
町
村
が
３

年
ご
と
に
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

御
代
田
町
で
は
、
高
齢
者
の
増
加
で
介
護
や

支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
量
の
増
加
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
制
度
改
正
で
新
し
く
始
ま
る
地
域
支

援
事
業
も
見
込
ん
で
保
険
料
を
引
上
げ
ま
し
た
。

保
険
料
額
は
、
低
所
得
者
の
方
が
軽
減
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
は
、
保
険
料
で
給
付
に
か
か
る
費

用
全
体
の
半
分
を
負
担
し
、
国
や
自
治
体
が
公

費
で
半
分
を
支
え
る
仕
組
み
で
す
。

保
険
料
は
、
第
１
号
被
保
険
者
と
第
２
号
被

保
険
者
の
総
人
口
比
で
按
分
す
る
と
い
う
考
え

が
基
本
と
な
っ
て
い
て
、
６５
歳
以
上
の
第
１
号

被
保
険
者
は
全
体
の
１９
％
を
負
担
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

給
付
に
か
か
る
費
用
は
、
こ
れ
ま
で
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
な
ど
か
ら
見
直
し
を

行
っ
た
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
今

後
３
年
間
で
提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費

用
を
推
計
し
ま
す
。
介
護
保
険
は
助
け
合
い
の

考
え
に
立
っ
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
者
が
多
い
、

ま
た
一
人
ひ
と
り
が
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
多

い
と
き
に
は
保
険
料
額
が
高
く
、
逆
の
場
合
に

は
低
く
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、

町
民
課
介
護
高
齢
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
の
４
月
か
ら
の

介
護
保
険
制
度
の
改
正
や

介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
増
加

そ
れ
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
量
の
増
加
で

６５
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
額
を
引
上
げ
ま
し
た
。

《平成18年度の介護保険料》御代田町の基準額は55,200円（年額）です。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内

介
護
高
齢
係
（
３１
）２
５
１
２

保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

６５
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
の
納
め
方

特
別
徴
収

老
齢
年
金
な
ど
を
年
額
１８
万
円

以
上
受
給
し
て
い
る
人
は
、
年
金

か
ら
天
引
き（
特
別
徴
収
）と
な
り

ま
す
。
特
別
徴
収
は
偶
数
月
で
、

４
、
６
、
８
月
は
、
前
年
度
の
２

月
の
保
険
料
額
と
同
じ
額
を
徴
収

し
ま
す
が
、
保
険
料
改
定
に
伴
う

平
準
化
処
理
の
対
象
と
な
る
人
も

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
４
月

に
お
送
り
し
た「
特
別
徴
収
開
始

通
知
書（
仮
徴
収
）」で
、
保
険
料

額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
法
改
正
に
よ
り
障
害
年
金
・
遺
族

年
金
も
特
別
徴
収
の
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

普
通
徴
収

普
通
徴
収
は
特
別
徴
収
以
外
の

人
で
す
。

特
別
徴
収
以
外
の
人
に
は
７
月

に「
納
入
通
知
書
」を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
そ
の
納
入
通
知
書
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
で
は
、
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
負
担
の

公
平
を
保
つ
た
め
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
給
付
を
受

け
ら
れ
ず
、
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
（
通
常
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
１
割
負
担
で
す
）。

ま
た
、
現
在
、
介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も
、

未
納
が
あ
っ
た
場
合
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
段

階
で
同
様
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
の
人
が
注
意
す
る
こ
と

年
度
途
中
に
６５
歳
と

な
る
人
な
ど
が
注
意
す
る
こ
と

６５
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
の
納
め
方
は

「
特
別
徴
収
」と「
普
通
徴
収
」の
二
通
り
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
納
付
方
法
は
ご
自
身
で
選
択
で
き
ま
せ
ん
。

年
金
を
担
保
に
し
て
借
り
入
れ
を
し
て
い
る
人
や
、

現
況
届
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
な
か
っ
た
人
な
ど
は
特

別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

年
度
途
中
に
６５
歳
と
な
る
人
は
、
６５
歳
に
な
る
月
の

分
か
ら
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
か
し
、
す
ぐ
に
は
年
金
か
ら
天
引
き
と
な
ら
な
い

た
め
、
普
通
徴
収
と
な
る
期
間
が
あ
り
ま
す
。
。

郵
送
さ
れ
る
納
入
通
知
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
年

度
途
中
で
転
入
さ
れ
た
人
も
同
様
で
す
。

納 付 方 法

年金の支払月（偶数月）に、あらかじめ
介護保険料が差し引かれます。
※老齢福祉年金は対象となりません。

町から郵送される納入通知書で、納期
限までに納めていただきます。
（納付には口座振替が便利です。）

納 付 区 分

年金年額が
180,000円以上の方

年金年額が
180,000円未満の方

特別徴収

普通徴収

対象となる人

生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者
で世帯全員が町民税非課税の方

世帯全員が町民税非課税で、本人の合計所得
金額＋課税年金収入額が80万円以下の方

世帯全員が町民税非課税で第2段階に該当
しない方

本人が町民税非課税の方（世帯内に課税者
がいる）

本人が町民税課税で合計所得金額が200
万円未満の方

本人が町民税課税で合計所得金額が200
万円以上の方

引上げ額

550円

新段階

825円

1,100円

1,375円

1,650円

保険料月額
（改正前）

1,750円

―

2,625円

3,500円

4,375円

5,250円

保険料月額
（改正後）

2,300円

2,760円

3,450円

4,600円

5,750円

6,900円

所得段階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階
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